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2024 年度山梨看護学会 抄録選考基準 

※ 抄録作成の際、参考にしてください。 

公益社団法人山梨県看護協会 山梨看護学会 

 

項 目 内     容 

表題 
 内容を適切に表現している 

 簡潔である 

目的・背景 

 何を明らかにしようとしているか目的が明確である 

 動機、意義が明確である  

 看護の視点に立っている 

方法 

 対象は適切である 

 方法は、目的・目標達成に向けて妥当である 

 研究方法や分析方法、ないし、実践の概要や取り組み方法を示している 

 倫理的配慮について記載している 

結果 

 目的に沿った分析・結果を導出している 

 事実を客観的に記載したり、実践の結果を記載している。 

 図表の表現・体裁が適切である 

考察 

 得られた結果に基づき解釈している 

 目的（または仮説）にそって考察している 

 先行研究との関連などを記載している 

 引用文献が活用されている場合は、文献を適切に引用している 

結論  主張したい事柄などを簡潔に示している 

倫理的配慮 

 対象の選定や研究依頼方法などでは、人権を尊重している 

 対象者から研究または発表の承諾を得ている 

 対象者に不利益が生じないように配慮している 

 研究対象者の特定がされない配慮がされている。 

 引用文献が活用されている場合は、適切に明示されている 

 許諾が必要な尺度や商標登録物は、使用する際、許諾や出典を明らかにしている 

発表価値  看護実践に意味ある事実や知見がある 

 


